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1 目的 

 本報告では、断面通行量を用いて、駅コンコースの OD 通

行量をリアルタイムに推計する方法について報告する。駅

構内の断面通行量から OD 通行量を推計する試みとしては

ウィルソンモデルによるもの 1）があるが、比較的長い時

間の集計データが必要であり、駅構内の混雑状況について

は予測ができない。本報告で開発した方法は、OD 比率を

随時更新し、秒単位のリアルタイムな OD 通行量を推計す

る。さらに、混雑状況の概況についてもリアルタイムに推

計することが可能である。 

 

2 OD 推計方法 

2-1 推計方法の概要 

 推計方法の概要を図 1 に示す。OD 推計システムへ入力

する計測データは各 OD 起終点の単位時間あたり流入人数

と流出人数である。OD 推計システムは誤差補正部分とシ

ミュレーション部分からなる。シミュレーション部分では

計測した流入人数と推計した OD 比率の積による OD 通行量

を入力データとして、旅客が起点から終点まで歩行する流

動シミュレーションを行い、各終点での退出人数を出力す

る。誤差補正部分では、計測による流出人数とシミュレー

ション部分から出力される退出人数の誤差を用いて、OD

比率とシミュレーション内の歩行速度を補正する。 

 この補正を定期的に行うことで、OD 比率とシミュレー

ション内の歩行速度を更新し、リアルタイムな OD 通行量

推計を実現する。 

 

2-2 OD 比率と歩行速度の補正方法 

 OD 比率と歩行速度の補正は、各終点の流出人数の計測

値と推計値の誤差の値に応じて行う。補正は主に以下の条

件に従い行う。具体的な補正方法を図 2に示す。 

1）誤差の正負に応じて補正値の正負を定める 

2）誤差の大小に応じて補正値の大小を定める 

3）流入人数の大小に応じて補正値の大小を定める 

 

図1　OD推計方法の概要
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図2　OD比率と歩行速度の補正方法

●記号

　　　　：流入地点i へ 　　　　に流入する人数

　　　　：流出地点j から 　　　　に流出する人数の計測値

　　　　：流出地点j から に流出する人数の推定値

　　　　：iからjへの距離

  　　　：iからjのOD比率推定値

  　　　：jでの誤差

  　　　：OD比率の補正値

●OD比率の補正方法

1）誤差の正負に応じて補正値の正負を定める

　       ならjへの比率が少ないので           とし、

　       ならjへの比率が多いので             とする。

2）誤差の大小に応じて補正値の大小を定める

      の平均値      を求め、　　　　　によって　　　　の

大小関係を設定する。

3）流入人数の大小に応じて補正値の大小を定める

　流出時と流入時の時間差を考慮し、　　　　　　の大小関係を　　　　　　　　

で表現し、流入量の大きさに応じて　　　　を修正する。

4)補正値の基本値算出

　1)～3)から補正値の基本値を

とする。誤差の大きさに対応させるため、　　　　　　　　　　　　を求めておく。

5)補正比の条件の反映

　　　　　　　の条件を満たすため、　　　の正と負の値の合計を　、　とする。

各絶対値の大きい方と小さい方を　 、   とするとき、大きい方の符号の　　　 につ

いては　　　　　　　　　　とする。

●速度の補正方法

　流出人数の計測値と推定値の総和　　　　、　　　を求め、一定の範囲内で速度を　

　　　　　　　　　によって補正する。
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図3　メッシュ型旅客流動シミュレーション

●移動先の選択
　移動可能なメッシュは現在地と8つの近傍とする。

近傍kへの移動確率を

とする。この値に応じた比率で対象メッシュから各メッシュへ移動する。

　　 ：移動先として選択する影響度
　　 ：移動可能指標（壁などの場合0とする）

　b　：影響度の効果調整値

   Uk＝w1(-目的地までの距離)+w2 (-混雑度)+w3(-対向流の多さ) 

     +w4(移動先の自由度)+w5（左側の歩行傾向）          wn：各指標の重み
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 各終点の流出人数の総和が計測値と推計値で異なる場合、

その正負と大小に応じてシミュレーション内の歩行速度を

補正する。具体的な補正方法を図 2に示す。 

2-3 メッシュ型旅客流動シミュレーション 

 シミュレーション部分では、コンコースといった広域を

対象に、多数の旅客の平均的な流動を表現することを重視

し、確率的に流動を表現するメッシュ型の旅客流動シミュ

レーションとした。流動シミュレーションは各メッシュか

ら他のメッシュへの移動と、対象空間外からの流入・流出

によって表現される。対象空間外からの流入は計測データ

から得られ、流出人数は終点メッシュ内の人数から得られ

る。他のメッシュへの移動の基本的な部分は既往文献によ

る方法 2),3)を参考にしつつ、目的地までの距離、混雑度、

対向流の多さなどによって確率的に定め、連続量として移

動人数を定めた。他のメッシュへの移動量の計算方法の概

要を図 3に示す。 

 

3 ケーススタディ 

 開発した OD 推計システムの機能を確認するため、実際

の駅コンコースを対象として OD 推計を行った。退出人数

の精度検証と、出力される OD 推計と混雑状況の結果を以

下に示す。 

3-1 対象空間と入力データ 

 対象空間の概要を図 4 に示す。OD 推計を行うための入

力データの概要を表 1に、設定値を表 2 に示す。 

3-2 断面通行量の精度検証 

 混雑した時間帯の 8:00～8:10、比較的混雑の少ない

10:00～10:10 を対象時間として OD 推計結果を集計し、退

出人数の精度検証を行った。精度は表 3に示す相関係数と

誤差比の 2種類によって確認することとした。断面通行量

の計測値と推計値の相関グラフを図 5 に、精度を表す指

標の値を表 4 に示す。退出人数の精度は誤差比で約 0.9、

相関係数で 0.99 であり、概ね良好な結果が得られた。 

3-3 出力データと計算時間 

 OD 通行量は任意の時間で集計した結果が出力可能であ

る。表 5 にレーザセンサによる計測範囲について集計した

OD 通行量を示す。混雑状況についても、1秒単位で出力可

能である。混雑状況を色の濃淡で表現した例を図 6に示す。 

 対象とした空間での OD 推計に必要な計算時間は、一般

的なパソコンで実時間の約 1/4 で計算が可能であり、リア

ルタイムな推計が十分可能であることが確認できた。 

 

4 まとめ 

 断面通行量から駅コンコースの OD 通行量をリアルタイ

ムに推計する方法を開発した。ケーススタディによって機

能を確認し、データ同化に用いた流出人数の推計精度は概

ね良好であることを確認した。計算速度についても、比較

的大規模なコンコースでリアルタイムな推計が十分可能で

あることが確認できた。 
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図4　対象空間

表2　設定値

表1　入力データ
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表3　評価指標

・誤差比　:

2

1

60

142[m] ×36[m]

29

推計開始時刻 AM4:00

1.4

4

2

距離 1

密度 4

移動自由度 8

対向流 4

左側 1

滞留可能な最大密度[人/㎡]

b

w n

単位メッシュ一辺の長さ[m]

シミュレーション1ステップの時間[s]

OD比率と速度の補正間隔[s]

対象空間のスケール

OD起終点数

歩行速度の上限[m/s]

相関係数 誤差比

8:00～8:10 0.99 0.92

10:00～10:10 0.99 0.89

表4　断面通行量の精度
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図5　断面通行量の相関

表5　断面通行量推計値

               （8:00～8:10）

図6　混雑状況（レーザ計測範囲）
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